
ＮＰＯ法人　旅人とたいようの会

　（別紙４（２）） 事業所名　　　グループホーム　ダンデライオン

目標達成計画 作成日：　平成　　24　年　　3　月　12　　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

開設後、日中を想定とした避難訓練は実施してい
るが、夜間を想定した避難訓練が実施できていな
い。備蓄の準備が整っていない。

災害時に利用者が安全に避難できるよう、その方
法を全職員が身に着ける事が出来る。

・　災害時の食料や飲料水など備蓄を準備する。
・　夜間想定での避難訓練を実施し、避難や救助
の正しい方法を全職員が確認する。

6ヶ月

2 6

身体拘束に関し、全職員が禁止の対象となる具
体的な行為や弊害を正しく理解し、ケアに取り組
む必要がある。

身体拘束における具体的な禁止行為について、
職員全員が正しく理解できる。

・　身体拘束に関する研修会の参加や、勉強会
を開催し、全職員が正しく理解できるよう努める。

6ヶ月

3 2

開設して間もないが、徐々に地域との関わりを持
ち、良好な関係が築けるような努力が必要であ
る。

自治会長、民生委員の方々のご協力をいただき、
自治会の行事計画を把握し、利用者が参加でき
るよう努めたい。

・　ユニット会議などで利用者の個々の現状や能
力を十分把握し、それぞれが参加できる事柄に
ついて検討をする。
・　自治会長や民生委員の方に、自治会の年間
行事予定について情報提供して頂く。

6ヶ月

4 40

食事の時間が楽しいものになるよう、職員と利用
者が一緒になって食事の準備や片づけが出来る
よう支援が必要である。

利用者にとって毎日の食事が楽しい時間になる
よう、支援したい。

・　食事の準備や後片付けなど、利用者と職員で
一緒にできる内容を個別に検討し、取り組む。
・　楽しい食事の時間がとれるよう、会話と笑顔
のある雰囲気づくりに努める。

6ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を記入
します。
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